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原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

・�府中市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について　
公職選挙法施行令の一部改正による、公費負担制度の改正

・�令和４年度府中市一般会計補正予算（第２号）について　既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞ
れ4,480万2千円を追加し、歳入歳出それぞれ219億7,580万2千円とする。　子育て世帯生活支援特別給付金事業

・�令和４年度府中市一般会計補正予算（第３号）について　既定の歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それ
ぞれ3億35万9千円を追加し、歳入歳出それぞれ222億7,616万1千円とする。新型コロナウイルスワクチン４回
目接種に向けた体制確保などの経費や原油価格・物価高騰等による中小事業者等への継続支援など

市議会６月定例会は、６月１３日から６月２８日まで１６日間開き、議案３件、報告７件、意見書案１件審議し議決しました。

令和４年度府中市一般会計補正予算等を可決！令和４年度府中市一般会計補正予算等を可決！
主 な 議 案

6月議会

7月10日には、河佐峡の川開きが行われ、河佐峡フェスティバルが行
われました。多くの親子連れが訪れ、魚のつかみ取りやウォータースラ
イダーなどで楽しみました。

7月3日に三郎の滝で滝開きが行われ、子どもたちは
さっそく滝すべりを楽しみました。

・�2023年度予算編成にあたって地方税財政の充実強化を求める意見書の提出について

議員提出意見書案

・�市政参画促進特別委員会の設置について
　市民が政治参加を実感でき、市議会への関心向上に繋がる取り組みについて検討するために設置

主 な 案 件

暑い夏がやってきた暑い夏がやってきた



　
　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
よ
る
影
響
は
、今
後
更
に
物
価
高
騰
と
な
り
、

学
校
給
食
の
値
上
げ
や
食
材
提
供
の
高
騰
な
ど
で
、
保
護
者
負
担

や
食
材
提
供
者
負
担
な
ど
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
波
及
し
て
い
く
懸
念
が

あ
る
。
今
後
の
対
策
な
ど
考
え
を
伺
う
。

　
　

食
材
提
供
事
業
者
と
の
細
や
か
な
連
携
の
中
で
、
安
定
的
に
供
給

い
た
だ
い
て
お
り
、
給
食
費
の
値
上
げ
は
、
現
時
点
で
は
考
え
て

い
な
い
。
今
後
も
食
材
高
騰
が
続
き
予

算
が
不
足
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
保
護

者
に
は
負
担
を
求
め
ず
、
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
の
活
用
な
ど
補
正
予
算
で
の

対
応
を
行
な
い
た
い
。

　
　

国
で
は
今
年
４
月
に
「
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
プ
ラ
ン
」
が
示

さ
れ
、
３
年
間
の
集
中
し
た
取
り
組
み
を
検
討
さ
れ
て
い
る
。
府

中
市
で
の
女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
と
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

具
体
的
に
は
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
と
な
る
が
、
市
内
ニ
ー
ズ
の

把
握
も
し
な
が
ら
、
研
修
、
就
労
機
会
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
サ
ポ
ー

ト
な
ど
、
一
体
的
な
支
援
が
ど
の
よ
う
に
で
き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

　
　

幅
員
が
狭
く
主
に
日
常
生
活
で
利
用
す
る
生
活
道
路
の
維
持
管
理

は
、
快
適
な
市
民
生
活
に
直
結
す
る
。
生
活
道
路
の
点
検
や
修
繕

計
画
に
つ
い
て
聞
く
。

　
　

点
検
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
劣
化
具
合
や
交
通
量
な
ど
を
考
慮
し

て
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
、
舗
装
修
繕
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

緊
急
を
要
す
る
補
修
は
地
区
ご
と
の
年
間
契
約
で
業
者
に
委
託
し
対
応

し
て
い
る
。
損
傷
の
早
期
発
見
が
道
路
事
故
防
止
に
も
つ
な
が
る
の
で

「
マ
イ
府
中
※
」
な
ど
に
よ
り
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
、
道
路
保
全

に
努
め
て
い
く
。

※
府
中
市
の
双
方
向
通
信
型
市
民
生
活
総
合
支
援
ア
プ
リ

　
　

JR
西
日
本
が
赤
字
路
線
の
見
直
し
に
言
及
し
、
そ
の
中
に
は
福
塩

線
も
入
っ
て
い
る
。
市
の
考
え
を
聞
く
。

　
　

JR
福
塩
線
は
地
域
住
民
の
貴
重
な
移
動
手
段
で
あ
る
と
同
時
に
ま

ち
づ
く
り
を
含
め
た
地
方
創
生
を
進
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の
廃
止
や
著
し
く

利
便
性
を
欠
く
減
便
は
、
通
学
・

通
勤
・
通
院
な
ど
中
山
間
地
域
に

お
け
る
生
活
を
困
難
に
し
、
地
域

そ
の
も
の
を
衰
退
さ
せ
る
要
因
に

な
る
。
地
方
切
り
捨
て
に
な
ら
な

い
よ
う
国
や
県
、
JR
に
市
長
会
な

ど
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
存
続
を
求
め
て
ゆ
く
。

　
　

市
民
プ
ー
ル
を
建
設
す
る
う
え
で
の
構
想
、コ
ン
セ
プ
ト
を
伺
う
。

　
　

プ
ー
ル
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
つ
な

ぐ
ハ
ブ
※
と
し
て
の
機
能
や
、
ま
た
、
リ
ハ
ビ
リ
機
能
回
復
の
た
め
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
健
康
づ
く
り
を
つ
な
ぐ
ハ
ブ
。
さ
ら
に
は
、

医
療
や
、
子
供
の
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
、
幅
広
い
世
代
を
つ
な
ぐ
拠
点

と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
中
心
地
、
結
節
点

　
　

施
政
方
針
と
人
口
減
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

第
５
次
総
合
計
画
の
５
つ
の
目
標
で
あ
る
「
力
強
い
産
業
」「
教

育
・
子
育
て
」「
賑
わ
い
づ
く
り
」「
安
全
・
安
心
」「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
都
市
」

を
着
実
に
実
行
し
て
行
く
。
特
に
力
強
い
産
業
、
及
び
人
口
減
対
策
に

つ
い
て
は
、
商
工
会
議
所
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
若
い
世
代
を
呼
び

込
む
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
若
い
方
が
働
き
た
い
職
種

が
十
分
に
あ
る
の
か
、
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
整
備
と
併
せ
て
働
く
場
の

創
出
な
ど
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

出
る
町
か
、
来
る
町
か
、
ち
ょ
う
ど
い
い
町
府
中
。
他
の
市
町
よ

り
も
Ｐ
Ｒ
で
き
る
点
を
伺
う
。

公明党

加
か

島
しま

�広
ひろ

宣
のぶ

物
価
高
騰
な
ど
へ
の
対
策

Q  A   

公明党

大
おお

本
もと

千
ち

香
か

子
こ

女
性
デ
ジ
タ
ル
人
材
の

育
成

Q  A   

市民クラブ

土
ど

井
い

�基
もと

司
じ

生
活
道
路
の

維
持
管
理

Q  A   

市民クラブ

水
みず

田
た

 　豊
ゆたか

JR
福
塩
線
の
存
続

Q  A   

市民クラブ

芝
しば

内
うち

�則
のり

明
あき

市
民
プ
ー
ル

Q  A   

創生会

本
ほん

谷
たに

�宏
ひろ

行
ゆき

小
野
市
長
の
二
期
目

施
政
方
針
と
人
口
減
対
策

Q  A   

創生会

真
さな

田
だ

 光
みつ

夫
お

人
口
減
少
問
題

Q  

６
月
16
日
、
17
日　

13
人
の
議
員
が

市
政
を
問
う
！

一
般
質
問

&
A

Q   

カープ列車



　
　

一
つ
目
は
、府
中
市
に
は
「
熱
く
い
こ
る
」
人
材
が
多
く
お
ら
れ
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
あ
ふ
れ
る
文
化
は
、
今
も
若
者
た
ち
に
引
き
継

が
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
支
援
す
る
土
壌
が
あ
る
。
二
つ
目
は
、
府
中
市

に
は
、
多
種
多
様
な
産
業
が
集
積
し
て
お
り
、
伝
統
的
な
匠
の
技
と
グ

ロ
ー
バ
ル
な
技
術
力
を
も
っ
た
「
本
物
の
も
の
づ
く
り
の
町
」
だ
と
考

え
る
。

　
　

府
中
市
の
情
報
発
信
は
不
十
分
と
考
え
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
広
報

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

引
き
続
き
「
伝
え
る
」
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
さ
ら
に
発
信
力
を
強

化
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、
市
役
所
全
体
の
広
報
を
統
括
す
る

非
常
勤
の
「
広
報
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
を
配
置
し
広
報
誌
、
広
報
番
組
、

広
報
サ
イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ア
プ
リ
等
、
よ
り
有
効
に
活
用

し
成
果
に
繋
げ
て
い
く
た
め
、
創
意
工
夫
し
改
善
し
て
い
く
。

　
　

前
立
腺
ガ
ン
、
膀
胱
ガ
ン
等
の
影
響
で
尿
漏
れ
パ
ッ
ド
を
使
っ
て

い
る
方
が
、
処
理
方
法
を
心
配
し
て
外
出
を
躊
躇
す
る
こ
と
が
多

く
あ
る
。
ま
ず
は
公
衆
ト
イ
レ
（
男
性
用
個
室
）
に
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ

ク
ス
※
１
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

市
庁
内
に
於
い
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
ト
イ
レ
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
※
２
会
議

を
開
き
、
ト
イ
レ
設
置
に
お
け
る
様
々
な
検
討
を
し
て
い
る
。
今

後
、
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
男
性
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と
が
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。 

新
設
又
は
利
用
者
の
多
い
ト
イ

レ
か
ら
順
次
設
置
を
す
る
予
定
で
あ
る
。

※
1
汚
物
入
れ　

※
2
公
衆
ト
イ
レ
課
題
解
決
専
門
調
査
チ
ー
ム

　
　

町
内
会
へ
の
事
務
委
託
等
の
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
、
今
後
の
取

り
組
み
を
伺
う
。

　
　

町
内
会
の
負
担
軽
減
と
と
も
に
、
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
課
題

と
な
る
。
そ
の
た
め
、
市
と
し
て
関
係
各
課
の
職
員
で
構
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
け
、
町
内
会
担
当
の
総
務
課
を
中
心
に
、
様
々

な
課
（
教
委
・
福
祉
・
土
木
な
ど
）
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
町
内
会
の

負
担
軽
減
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
る
。

　
　

登
録
団
員
数
と
、
団
員
募
集
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

現
在
の
登
録
団
員
数
は
７
５
７
名
で
、
令
和
元
年
度
時
か
ら
30
名

弱
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
40
代
、
50
代
の
団
員
が
全
体
の
７
割

を
占
め
て
い
る
。
消
防
団
員
募
集
の
取
り
組
み
と
し
て
、
町
内
会
や
消

防
後
援
会
な
ど
地
域
へ
の
協
力
要
請
や
、
企
業
の
協
力
を
得
る
た
め
の

制
度
の
制
定
な
ど
行
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
団
員
の
確
保
が
で
き
な
い

地
域
も
あ
り
、
消
防
団
員
の
確
保
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
消
防
を
ど
う

す
る
か
を
含
め
た
見
直
し
が
必
要
と
考
え
る
。

　
　

栗
柄
町
鴫
谷
か
ら
中
須
町
の
農
地
や
高
木
駅
へ
向
か
う
為
に
鴫
谷

広
谷
線
沈
下
橋
は
広
く
活
用
さ
れ
て
い
た
。
沈
下
橋
の
撤
去
は
近

隣
住
民
の
理
解
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。
行
政
側
か
ら
の
住
民
説
明
を
求

め
る
。

　
　

生
活
道
と
し
て
利
用
し
て
い

た
方
へ
は
ご
不
便
を
か
け
て

い
る
。
今
後
、
撤
去
の
必
要
性
を

丁
寧
に
説
明
し
、
市
民
の
皆
様
の

意
見
を
聞
き
、
不
便
さ
を
軽
減
で

き
る
整
備
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

地
域
の
生
活
環
境
を
守
り
、
安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
て
い
け
る
対
策
を

着
実
に
進
め
る
な
ど
、
早
い
段
階
に
説
明
会
を
開
催
す
る
。

　
　

市
内
の
学
校
で
発
生
し
た
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
３
月
の
新
聞

報
道
以
降
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　

今
回
の
い
じ
め
事
案
に
取
り
組
む
中
、
重
大
事
案
と
し
て
調
査
審

議
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
被
害
の
児
童
生
徒
の
今
後
の
学
校
生
活

の
安
全
と
希
望
に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
、
現
在
調
査
委
員

会
を
設
置
し
て
い
る
。
審
議
の
手
続
き
は
非
公
開
で
あ
り
、
現
時
点
で

説
明
は
で
き
な
い
が
、
調
査
が
終
了
し
た
段
階
に
お
い
て
、
結
果
を
公

表
し
た
い
。
再
発
防
止
に
向
け
て
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

A   

創生会

岩
いわ

室
むろ

 雄
ゆう

大
た

府
中
市
の
情
報
発
信

Q  A   

創生会

棗
なつめ

田
だ

 澄
すみ

子
こ

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の

設
置

Q  A   

創生会

三
み

藤
とう

 　毅
つよし

町
内
会
の
活
動
の

持
続
可
能
性

Q  A   

創生会

森
もり

川
かわ

 　稔
みのる

府
中
市
消
防
団
の
状
況

Q  A   

無所属

藤
ふじ

本
もと

 秀
ひで

範
のり

鴫し
ぎ

谷た
に

沈
下
橋
撤
去
に
伴
う

住
民
説
明

Q  

A   

無所属

岡
おか

田
だ

 隆
たか

行
ゆき

「
い
じ
め
問
題
」
へ
の

対
応

Q  A   

鴫谷橋

・�

府
中
市
の
議
会
の
議
員
及
び
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て�（
原
案
可
決
）

　
　

公
費
負
担
の
改
正
単
価
に
お

い
て
、
国
の
公
職
選
挙
法
施

行
規
則
の
提
示
さ
れ
た
額
と
違
う

区
分
が
あ
る
理
由
は
何
か
。

　
　

国
の
公
職
選
挙
法
施
行
令
に

よ
る
公
費
負
担
の
限
度
額
と

総
務
文
教
委
員
会

Q  A

常
任
委
員
会
で
の
審
査



・�

令
和
４
年
度
府
中
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）
10
款
教

育
費
に
つ
い
て

　
　

大
型
掲
示
装
置
に
つ
い
て
、

な
ぜ
理
科
室
に
配
置
す
る
の

か
、
ま
た
10
台
と
す
る
根
拠
は
何

か
。
10
台
で
は
足
り
な
い
の
で
は

な
い
か
。

　
　

府
中
市
に
お
い
て
は
、
令
和

2
年
度
中
に
、
児
童
生
徒
及

び
教
師
用
の
端
末
は
既
に
整
備
を

完
了
し
て
お
り
、
普
通
教
室
へ
の

大
型
掲
示
装
置
も
整
備
を
完
了
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
他
の

自
治
体
よ
り
先
駆
け
て
、
特
別
教

室
へ
大
型
掲
示
装
置
を
整
備
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

市
内
の
学
校
に
あ
る
特
別
教
室

は
68
教
室
あ
る
が
、
学
習
内
容
に

応
じ
て
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る

大
型
掲
示
装
置
を
移
動
す
る
な

ど
、効
果
的
に
活
用
で
き
る
よ
う
、

工
夫
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
整
備
に
よ
り
、
小
中
一

貫
教
育
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
教
科
担
任
制
授
業
の
充
実
と
も

重
ね
て
、
特
別
教
室
を
よ
り
有
効

に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
て
授

業
の
質
を
高
め
る
、
積
極
的
で
先

駆
け
的
な
チ
ャ
ン
ス
に
展
開
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
教
科
担
任
制

に
お
い
て
は
、
優
先
的
に
専
科
指

導
す
べ
き
教
科
と
し
て
、
理
科
、

外
国
語
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

鑑
み
、
各
学
校
に
１
台
、
理
科
室

で
の
活
用
を
通
し
て
、
今
後
の
特

別
教
室
で
の
授
業
づ
く
り
や
、
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
を
充
実
さ
せ
る
基

盤
を
つ
く
り
た
い
。

・�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
住
民
接
種
事
業
に
つ
い
て

　
　

３
回
目
接
種
ま
で
の
接
種
率

と
こ
れ
ま
で
の
接
種
で
廃
棄

し
た
ワ
ク
チ
ン
は
あ
る
の
か
。
ま

た
、
４
回
目
接
種
の
対
象
者
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　

12
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
率
は
、
１
回

目
接
種
が
87
．
３
％
、
２
回
目
接

種
が
86
．
９
％
、
３
回
目
接
種
が

72
．
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
県
内
全
体
の
接
種
率
を
上
回

っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
廃
棄
し
た
ワ
ク
チ
ン
に

つ
い
て
は
、
５
月
26
日
に
使
用
期

限
を
迎
え
た
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク

チ
ン
１
４
２
本
、
２
，
１
３
０
人

分
を
や
む
を
得
ず
廃
棄
し
た
。
モ

デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン
は
副
反
応

が
気
に
な
る
方
が
多
く
お
ら
れ
、

敬
遠
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
こ
と

が
原
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
現

在
、
こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
と
有

効
性
は
同
程
度
で
副
反
応
が
少
な

い
と
さ
れ
て
い
る
武
田
社
製
ワ
ク

チ
ン
（
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
）
の
接
種

も
行
え
る
よ
う
に
準
備
を
す
す
め

て
い
る
。

　

４
回
目
接
種
の
対
象
者
に
つ
い

て
、
３
回
目
ま
で
の
接
種
と
異
な

り
、
感
染
予
防
と
い
う
よ
り
も
、

重
症
化
予
防
を
目
的
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
対
象
者
は
、
３
回
目

接
種
日
か
ら
５
か
月
以
上
経
過
し

た
方
の
う
ち
、
60
歳
以
上
の
方
と

18
歳
以
上
60
歳
未
満
で
基
礎
疾
患

を
有
す
る
方
、
そ
の
他
重
症
化
リ

ス
ク
が
高
い
と
医
師
が
認
め
る
方

が
対
象
と
な
り
、
対
象
人
数
は
１

万
２
０
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

・�（
仮
称
）
府
中
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
ご
み
中
継
施
設
）
整

備
事
業
に
つ
い
て

　
　

大
型
塵じ

ん

芥か
い

車（
パ
ッ
カ
ー
車
）

車
両
購
入
費
１
億
２
、
６
０

０
万
円
に
つ
い
て
、
市
が
車
両
を

購
入
す
る
こ
と
と
し
た
経
緯
と
市

が
購
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
。

　
　

大
型
塵
芥
車
の
入
手
に
つ
い

て
は
、
昨
年
の
情
報
で
は
９

か
月
程
度
で
納
車
可
能
で
あ
る
と

聞
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度

中
に
委
託
事
業
者
を
決
定
す
る
こ

と
で
、
令
和
５
年
度
内
で
委
託
事

業
者
に
よ
り
車
両
を
準
備
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
の
福
山
市
へ
の
運
搬
に
間
に
合

う
も
の
と
考
え
て
い
た
。し
か
し
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
等
の
世
界
的
な
経
済

の
不
安
定
に
よ
り
、
半
導
体
の
入

手
困
難
、
電
気
部
品
、
車
両
に
つ

い
て
も
同
様
な
事
が
起
こ
っ
た
こ

と
か
ら
昨
年
度
末
に
メ
ー
カ
ー
へ

再
度
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
時
点

で
１
年
８
カ
月
程
度
の
期
間
を
要

す
る
と
聞
い
た
。
そ
の
た
め
、
令

和
６
年
４
月
か
ら
の
福
山
市
の
次

期
ご
み
処
理
施
設
へ
の
搬
出
開
始

に
間
に
合
わ
せ
る
事
が
大
前
提
で

あ
り
、
府
中
市
に
よ
る
車
両
購
入

を
優
先
し
て
、
車
両
の
確
保
に
努

め
た
。
ま
た
、
府
中
市
が
車
両
を

購
入
す
る
に
あ
た
り
、
過
疎
債
を

利
用
す
る
こ
と
で
結
果
的
で
は
あ

る
が
、
実
質
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
見
込
み
で
あ
る
。

総
務
文
教
分
科
会

Q  A

厚
生
分
科
会

Q  A

建
設
産
業
分
科
会

Q  

A

予
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

市
の
条
例
に
よ
る
限
度
額
で
異
な

る
も
の
は
、
一
つ
は
公
営
に
よ
る

選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使
用
の
う

ち
、
ハ
イ
ヤ
ー
方
式
に
よ
る
委
託

費
、
も
う
一
つ
は
選
挙
運
動
用
ポ

ス
タ
ー
の
作
成
の
企
画
費
で
あ

る
。
公
営
の
選
挙
運
動
用
自
動
車

の
利
用
方
法
に
は
、
一
括
借
り
上

げ
の
ハ
イ
ヤ
ー
方
式
と
自
動
車
の

借
り
入
れ
と
燃
料
供
給
、
そ
し
て

運
転
手
の
雇
用
を
個
別
に
行
う
方

法
が
あ
る
が
、
条
例
で
は
、
い
ず

れ
の
方
法
に
お
い
て
も
、
公
費
負

担
の
限
度
額
を
同
額
と
す
る
た

め
、
国
の
限
度
額
と
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ

ー
作
成
に
つ
い
て
は
、
条
例
制
定

時
の
市
の
財
政
状
況
等
を
勘
案
し

て
、
国
の
基
準
の
３
分
の
１
を
限

度
額
と
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
府
中
市
一
般
会
計

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ
い

て
、
予
定
し
て
い
た
繰
り
越
し
事

業
の
繰
越
額
が
確
定
し
た
こ
と
を

報
告
し
た
。
質
疑
は
な
く
、
審
査

は
終
結
し
た
。

・ 

府
中
市
土
地
開
発
公
社
の
事
業

の
状
況
に
つ
い
て

　
　

令
和
３
年
度
の
取
り
組
み
の

成
果
と
課
題
で
は
、
土
砂
災

害
警
戒
区
域
等
で
は
、
特
に
警
戒

区
域
内
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
の
区
画
と

あ
る
が
、
対
象
と
な
る
区
画
数
と

今
後
の
対
応
計
画
、
レ
ッ
ド
ゾ
ー

ン
に
な
っ
た
経
過
と
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

桜
が
丘
団
地
に
お
け
る
土
砂

災
害
警
戒
区
域
等
に
つ
い
て

は
、
令
和
３
年
８
月
に
広
島
県
の

告
示
を
受
け
て
指
定
さ
れ
た
。
土

砂
災
害
警
戒
区
域
い
わ
ゆ
る
イ
エ

ロ
ー
区
域
に
つ
い
て
は
44
区
画
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
い
わ
ゆ

る
レ
ッ
ド
区
域
に
つ
い
て
は
26
区

画
で
あ
る
。
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
は
、
例
え
ば
、
レ
ッ
ド
区
域
に

つ
い
て
は
新
築
時
の
レ
ッ
ド
対
策

補
助
金
や
、
法
面
対
策
工
事
な
ど

支
援
策
や
対
策
工
事
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
た
い
。
既
に
お
住
ま
い

の
方
に
対
し
て
の
不
安
解
消
に
つ

い
て
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

厚
生
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

Q  A



６月議会での各議員の議決結果�（賛否が分かれたもの、主なもののみ掲載しています。詳細は府中市ホームページをご覧ください）

（議長の―は採決に加わらず、○は賛成、×は反対、棄は棄権、欠は欠席、除は除斥・・・本人等に関わる議案については審議に参加できないこと）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 議員名

議案名

加
藤　

吉
秀

藤
本　

秀
範

岩
室　

雄
大

真
田　

光
夫

福
田　

  

勉 

森
川　

  

稔

芝
内 

則
明

岡
田 

隆
行

加
島　

広
宣

大
本
千
香
子

広
瀬　

和
彦

安
友　

正
章

加
納　

孝
彦

本
谷　

宏
行

土
井　

基
司

水
田　

 

豊

三
藤　

 

毅

田
邉　
　

稔

棗
田　

澄
子

予 算 令和４年度府中市一般会計補正予算（第２号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

予 算 令和４年度府中市一般会計補正予算（第３号）について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条 例 府中市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部改正について － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

意見書 ２０２３年度予算編成あたって地方税財政の充実強化を求める意見書 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 議 市政参画促進特別委員会の設置 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和3年度政務活動費の報告　各会派に政務活動費として議員一人当たり、年間12万円が交付されました

会派 人数 交付額
（円）

使用額計
（円） 使用項目 使用額

（円） 使用内容 効果

創
生
会

12人 1,560,000 509,421 研究研修費 138,200 広島県庁等へ研修旅費 
岡山県真庭市

・ 県庁にて新型コロナウイルスワクチン接種状況及び今後の
見通しについて確認した。また、Withコロナ時代に対応した
DXの推進による今後の展望や県民の暮らしへの影響につい
て伺った。

・ 農業支援施策について多くのメニューを確認し、地域課題解
決をどのように支援と推進していくことが大切かと感じた。

・ 建設関係部局に府中南北道路や災害復旧工事については、引
き続き早期実現の取り組みを要望した。

・ 既に市内企業数社から技術相談もあるようで、府中市の企業
と近畿大学が共同研究しやすい環境整備となり、今後産業連
係室を通して企業の技術開発支援や企業人材の育成が活発に
おこなえる制度の充実を努めていく必要があると感じた。

・ 真庭市と本市は地理的条件はよく似ていて、山林整備、鳥獣対
策、山の防災力強化、これらを考えると検討の価値があり、良
い循環システムが生まれれば雇用の創出にもつながる取り組
みとなると感じた。

調査旅費 141,590 近大広島キャンパス、
岡山県真庭市

資料購入費 92,736 書籍購入 ・日経グローカル定期購入費（令和３年４月～令和４年３月）

広報費 136,895 創生会通信発行 ・会派としての議会報告を1回発行。

交付金の返還
1,050,579

・ コロナ禍により計画していたその他調査研究がおこなえず、
一部の交付金を返還した。

市
民
ク
ラ
ブ

3人 360,000
・ コロナ禍により計画していた調査研究が全ておこなえず、交

付金を全額返還した。交付金の返還
360,000

公
明
党

2人 240,000 34,380 研究研修費 12,000 岡山県真庭市 ・ 府中市が近畿大学、府中商工会議所との包括連携協定を令和
３年２月26日に締結し、近畿大学が取り組まれている研究内
容などを伺った。本市も人口減少や超高齢社会が現実となり、
行政だけですべての社会課題の解決を図ることは、困難と
なっていることから、人材不足の解消など、さまざまなメリッ
トが考えられる。連携による新しいアイデアや技術が生まれ、
自治体と企業のどちらも発展するきっかけになればと感じ
た。まずは、地元企業と密接に連携をする体制の構築が必要で
あると感じた。

・ 真庭市は、バイオマス活用推進に地域資源を活用し、地域の持
続可能なまちづくりをすすめるため積極的に取り組まれてい
た。府中市にも未利用の木材資源があるので、山の管理をおこ
ない産業として成り立つかを含め検討していくべき課題であ
ると感じた。

調査旅費 22,380 近大広島キャンパス、
岡山県真庭市

交付金の返還
205,620

・ コロナ禍により計画していたその他の調査研究がおこなえ
ず、一部の交付金を返還した。

日
本
共
産
党

2人 240,000 256,520 資料購入費 9,020 生活保護手帳2021版他 ・ 最新の生活保護関係法令及び通知などを知り、実施ポイント
を理解できた。

広報費 247,500 議会報告印刷費 ・ コロナ禍での1年、各定例議会の内容を分かりやすくまとめ、
広く知らせることができた。

・ 「議会報告・たんぽぽ」を発行し多くの市民から市政の対する
ご意見や会派に対する要望を聞かせていただくことができた。

会派活動費
16,520 

【政務活動費ってなに？】
　国会議員は、仕事に必要な文書を送る費用や交通費などにあてることを目的として「調査研究広報滞在費」（旧・文書通信交通滞在費）が、１人あたり月
額100万円支給されていますが、これには領収書の添付義務がなく、また返還義務がないなど、趣旨どおりの使用に疑念が残ることから、使途公開するよ
う法改正が求められています。
　地方議会で支給される政務活動費は、議員の調査研究活動に役立てるため必要な経費の一部として交付されるもので、府中市議会においては、令和４年
度から１人あたり月額２万円が、議会における会派及び無所属議員に対し交付されます。
　この政務活動費の使用にあたっては、議員が研修会への参加や研修会の開催、先進地視察、資料作成、資料購入、議会活動の広報・広聴などについて「府
中市議会政務活動費運用マニュアル」で細かく定めており、使用されなかった政務活動費は年度末に返還されます。
　そして、使途の透明性を確保するため、収支報告書を作成し、支出に関するすべての領収書とともにホームページで公開しています。

〇詳細は府中市ホームページにも掲載しています。



議会の動き（令和4年4～6月）
5月16日 議会運営委員会（臨時会・6月定例

会の運営について）
5月２３日 厚生委員会（所管事務調査項目、管

内視察について）
5月２３日 議会運営委員会（一般質問の調整、

３月議会の振り返り）
5月２4日 総務文教委員会（所管事務調査項目

について）
5月２5日 建設産業委員会（所管事務調査項目

について）
5月３1日 広報広聴特別委員会（議会だよりの

充実、議員と語る会について）
6月1日 総務文教委員会（管内視察、行政視

察について）
6月6日 建設産業委員会（管内視察、行政視

察について）
6月7日 議会運営委員会（6月議会の運営に

ついて）
6月２1日 総務文教委員会（議案審査、執行部

から事業進捗説明、行政視察など）
6月２２日 厚生委員会（議案審査、執行部から

事業進捗説明、行政視察など）
6月２３日 建設産業委員会（議案審査、執行部

から事業進捗説明、行政視察など）
6月２8日 市政参画促進特別委員会（新規特別

委員会設置、役員選出）
6月２8日 広報広聴特別委員会（議会だより編

集会議、議員と語る会について）

　

広
報
広
聴
特
別
委
員
会
は
、「
議

会
だ
よ
り
」、「
議
会
報
告
会
」
を

企
画
・
立
案
す
る
特
別
委
員
会
で

す
。
市
民
の
皆
様
に
議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

誌
面
の
構
成
や
内
容
の
充
実
を
し

て
発
信
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
よ
り
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
」
を
一
般
質
問
に
添
付
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
誌
面
で
は
要
旨

の
報
告
と
な
り
、
よ
り
市
民
の
皆

さ
ま
に
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
員
一
人
ひ
と
り
の
議
会
活
動
が

可
視
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
の
梅
雨
は
短
く

て
連
日
最
高
気
温
が
更
新
さ
れ
て

い
ま
す
。
水
分
補
給
と
炎
天
下
で

の
活
動
等
に
は
十
分
に
気
を
つ
け

て
生
活
を
し
ま
し
よ
う
。 （
芝
内
）

（
※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
株
式
会
社
デ
ン
ソ
ー

ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
）

議
会
だ
よ
り
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

市
政
参
画
促
進
特
別
委
員
会

「
投
票
に
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
議
会
を
目
指
し
て
」

　

こ
の
度
、
議
長
か
ら
の
通
知
に
よ
り
、
新
し
い
特

別
委
員
会
を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　

府
中
市
議
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
他
市
に
先
ん
じ
て
、「
議

会
基
本
条
例
」、「
政
治
倫
理
条
例
」
等
を
制
定
し
、

自
ら
を
律
す
る
取
り
組
み
も
行
っ
て
お
り
、
令
和
２

年
３
月
に
は
、
市
議
会
を
長
期
間
欠
席
し
た
場
合
の

議
員
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
減
額
、
不
支
給
等
に
つ

い
て
定
め
た「
議
員
報
酬
等
の
特
例
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

反
面
、
こ
の
度
の
市
議
会
議
員
選
挙
に
お
け
る
低

投
票
率
は
、
今
ま
で
の
議
会
改
革
に
何
が
足
り
な
い

の
か
、
市
民
の
皆
様
の
た
め
の
議
会
改
革
と
な
っ
て

い
な
い
の
か
、
議
員
全
員
に
課
さ
れ
た
大
き
な
課
題

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
も
っ
と
議
会
を
知
っ
て
も
ら
い
、
市
政
に

参
画
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
だ
き
、
選
挙
へ
の

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
特
別
委
員
会
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 （
加
納
）
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４
月
24
日
に
行
わ
れ
た
府
中
市
議
会
議
員
選
挙

に
お
い
て
19
名
の
議
員
が
選
出
さ
れ
、
加
藤
議
長

以
下
、
新
体
制
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
す
。

　

重
責
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
長
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
、
職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
選
挙
に
お
い
て
低
投
票
率
と
い
う
市
民

の
皆
様
か
ら
大
き
な
課
題
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
と
共
に
歩
む
、
市
民
の
皆
様
か
ら

必
要
と
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
、
精
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

監
査
委
員
就
任
あ
い
さ
つ

 

三
藤
　
　
毅

　

自
治
体
に
お
け
る
監
査
は
、
財
務
監
査
、
行
政

監
査
、
財
政
援
助
団
体
等
監
査
、
決
算
審
査
、
例

月
出
納
検
査
、
基
金
運
用
審
査
、
健
全
化
判
断
比

率
等
審
査
、
住
民
監
査
請
求
に
基
づ
く
監
査
な
ど

多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
識
見
を
有
す
る
監
査
委
員
さ
ま
と
と
も
に
こ

の
監
査
委
員
の
重
責
を
担
い
、
市
民
、
納
税
者
の

皆
さ
ま
の
立
場
に
立
っ
て
、
誠
心
誠
意
、
誠
実
に

そ
の
職
責
を
果
た
し
て
ま
い
る
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま

す
。 

　

な
に
と
ぞ
、
皆
さ
ま
方
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

�

加
藤
　
吉
秀

　

二
元
代
表
制
の
も
と
行
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
関
と
し
て
の
役
割
を
、
責
任
を
持
っ
て
果
た
し

て
い
く
所
存
で
す
。

　

４
月
の
府
中
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
の
投
票
率

は
、
過
去
最
低
の
55
％
弱
と
な
り
、
市
民
の
政
治

離
れ
及
び
市
議
会
へ
の
関
心
の
低
さ
を
痛
感
し
ま

し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
及
び
市
議
会
が
一
体
と

な
り
市
民
が
政
治
参
加
を
実
感
で
き
、
市
議
会
へ

の
関
心
向
上
に
繋
が
る
取
り
組
み
を
検
討
し
、
改

め
て
議
会
改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
市
議
会
６
月

定
例
会
で
「
市
政
参
画
促
進
特
別
委
員
会
」
を
設

置
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
も
各
議
員
に
ご
意
見
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
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令和４年５月からの新体制令和４年５月からの新体制


